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https://www.100test.com/kao_ti2020/462/2021_2022__EF_BC_9C

W_E6_9D_AF_E6_B1_BA_c105_462112.htm サッカのワルドカ

ップ（Ｗ杯）ドイツ大会は第２５日の９日午後８（日本１

０日午前３）、ベルリンでのイタリア－フランスが行われ

、イタリアが１－１のまま迎えたＰＫを５－３で制し、２

４年ぶり４回目のを果たした。 壁の守をるチム同士のは、

予想に反して序からいた。フランスは、マルダがペナルテ

ィエリアで突破をったところをファルで止められ、ＰＫを

得。これをジダンが意表を突くチップキックでめ、前半７

分に先制点をった。イタリアは同１９分、ピルロの右ＣＫ

からマテラッツィが高い打点のヘディングシュトをめ、す

ぐさま同点に。同３０分ぎにも、ピルロの右ＣＫから今度

はトニがで合わせたが、これはバをたたいた。 フランスは

後半、アンリが引なへの突破で好を作れば、ジダンも巧み

なボルいでまわりの攻参加を促し、立ち上がりをに展.攻守

の要であるビエラが後半１１分に交代したものの、以降も

合の主を握った。きのいトッティらを交代させたイタリア

は同３２分、ゴル正面でＦＫを得てようやく好をつかんだ

が、ピルロの放ったシュトはゴル左へわずかに外れた。 延

も流れはフランス。延前半９分、リベリが中央突破からゴ

ル右にどいシュトを放つと、同１３分、サニョルのクロス

から走りんだジダンがフリの状でヘディングシュト。しか

し、イタリアＧＫブフォンが的な反でこれをしのいだ。 そ

して延後半５分、フランスに予期せぬ事がれる。り合い後



にマテラッツィと言い合いになったジダンが突きをし、レ

ッドカドで退分に。流れを失ったまま迎えたＰＫで、後攻

のフランスは２人目のトレゼゲが失。４人目まで成功して

いたイタリアは、５人目のグロッソもにめ、２４年ぶりに

Ｗ杯を制した。 小编略注:ＰＫ「ピケせん」サッカで、切れ

で同点の、チム各五人の手によるペナルティキックでをめ

る方法。ペナルティキック。互罚点球决胜。 ＣＫ （サッカ

）攻がコナエリア内から行うプレスキック。角球。 ＦＫ

（free kick）任意球ＧＫ（goal keeper）守门员レッドカド
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